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・計測したヘリウム原⼦輝線スペクトルを原⼦輸送計算により再現
・視線上の放射率・原⼦速度分布を空間分解

⽬的

結果背景
• 輝線スペクトルのドップラー効果から原⼦速度分布，

ゼーマン効果から密度・速度の空間分布を評価可能
• ゼーマン効果の偏光依存性，ドップラー効果との

波⻑依存性の違いにより，偏光分離した近⾚外輝線
を⽤いることでゼーマン効果を⾼感度で計測できる

ドップラー効果とゼーマン効果を
独⽴に評価可能⼿法

• He I 23S‒23P 輝線の偏光分光計測 及び輸送計算の
視線積分スペクトルを⽐較

計測と計算が整合する輸送計算の境界条件
(リサイクリング束⽐，温度）を求めた

分光計測
• @ヘリオトロン J装置#10.5ポロイダル断⾯ (1視線)
• ECH, NBI加熱，D + He puff 放電
• 直交する直線偏光成分I0, I90に分離集光し，同時計測
輸送計算
• モンテカルロ法を⽤いてボルツマン⽅程式を解き，

ヘリウム原⼦密度・速度の空間分布を計算
• Te, neの空間分布[1]を使⽤
• 無衝突近似を適⽤し，He原⼦衝突輻射モデル[2]の

素過程データを⽤いて計算
[1] R. Matoike et al., Plasma and Fusion Research 14, 3403127 (2019). [2] M. Goto J. Quant. Spectrosc. Radiat. Transfer 76, 331 (2003). 

計測スペクトル及び
計算した視線積分スペクトル

He I 23S ‒ 23P 放射率分布の計算結果

・放出原⼦速度ベクトル

- ⼤きさ：T = 1100 Kの
マクスウェル分布

- 向き：余弦分布

境界条件

・放出原⼦束⽐
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計算により計測スペクトル
を再現できた

視線⽅向速度分布の空間分布
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